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基本構想（全体ビジョン）

第 1章 総合計画について
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1 第 3次江田島市総合計画について
1-1 第 3 次江田島市総合計画（江田島市まちづくりビジョン）とは

総合計画は、わたしたちのまち・江田島市のめざす将来像とその実現に向けた施策を表

したもので、まちづくりの指針となるものです。

以前は、総合計画の策定については地方自治法により定められていましたが、平成 23

（2011）年５月の法改正によって策定義務はなくなり、各自治体において判断できること

になりました。

平成 16（2004 年）11 月、4町合併により誕生した江田島市は、これまで 2次にわたり総

合計画を策定し、社会環境の変化や多様なニーズへの対応を図り、島の自然環境の恵みや

島内外の多様な主体との交流を活かし、まちづくりを進めてきました。

しかしながら、現在の我が国は、人口減少・少子高齢化が急速に進展し、かつ、人口の

東京一極集中に歯止めがかからない状況にあり、江田島市のような地方部にあっては、人

口減少に起因する、暮らしの持続性を損ないかねない様々なリスクが顕在化しております。

このような中にあっても、今はもちろんのこと、未来を担う次世代に、活力ある江田島

市をつくり、引き継いでいかなければなりません。

このため、今後の 10 年間（令和 7（2025）年度～令和 16（2034）年度）を区切りとして、

新たな江田島市のまちづくりの指針が必要であると考え、「第 3次江田島市総合計画（江田

島市まちづくりビジョン）」を策定することとしました。

1-2 計画の特色

（１）「めざすまちの姿」を実現するため、みんなで目標に向かって進んでいく計画
本計画では、こどもから高齢者の方まで、すべての世代が共感できる「江田島市のめざ

すまちの姿」を明示しています。この「めざすまちの姿」の実現に向けて、江田島市一丸

で取り組めるよう、市民、企業（事業者）、団体、行政等の各主体に目標や取組を共有し、

行動へつながることを目指した計画としています。

（２）市民の声をもとにつくられた計画
中学・高校生等、次世代を担う若い世代の意見をはじめ、市民、企業（事業者）、団体か

らの想いをくみ取ることに留意し、より幅広く市民の声を生かした計画としています。

（３）重点的に取り組むべきまちづくりを明確にした計画
教育・文化、産業・観光・交流、福祉・保健等、まちづくりの推進のために様々な取り

組むべき分野がある中で、市民の想いから導き出された「めざすまちの姿」を実現するた

めに、今後の社会情勢も見据え、江田島市として重点的な推進が必要となるまちづくりの

テーマを明確にした計画としています。
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1-3 計画の構成と期間

本計画は、基本構想（全体ビジョン）、基本計画（分野別ビジョン）、実施計画で構成し、

基本構想・基本計画の期間は令和 7（2025）年度から令和 16（2034）年度までの 10 年間と

します。

実施計画は計画期間を 5年間とし、前期・後期で成果指標を踏まえた見直しを行うとと

もに、具体的な事務事業については、毎年度ローリングにより時点修正を行います。

なお、総合計画の付属資料として、江田島市民が大切にしていきたいまちの誇りや想い

をまとめた「コンセプトブック」※を取りまとめます。

このコンセプトブックで示す、誇り・想いを胸に、江田島市の 10 年間のまちづくりを推

進するものとします。

※コンセプトブック（次世代に引き継ぎたい大切な誇りや想い）：市民とのワークショップ等の意見か
ら抽出された、「江田島市で大切にしたいもの・誇り、広めていきたい想い」等、江田島市の豊かな
暮らしや誇り等を守り継ぐための心構え等を整理した冊子

［江田島市総合計画の構成・位置づけ］

市の誇り・想いを今後も守り継いでいく
ための今後 10 年間を見据えたまちづく
りの基本的な理念であり、基本計画及び実
施計画の基礎となるもの。

基本構想【10カ年】
（全体ビジョン）

基本構想で定めるめざすまちの姿の実
現に向けて、各分野で推進するまちづくり
の方向性を体系的に示すもの。

基本計画【10カ年】
（分野別ビジョン）

基本計画に基づく、具体的な施策・事業

を明らかにするもの。

実施計画 【５カ年】
※毎年度ローリングで見直し

第 3次江田島市総合計画
～江田島市まちづくりビジョン～

江田島市の各分野

における計画等

総合計画を踏まえて策定

施策・事業の実施

コンセプトブック
（次世代に引き継ぎたい
大切な誇りや想い）

市民、企業（事業者）、団体、行

政等が江田島市で暮らす・働く誇

りを醸成し、その誇りを市一丸で

守り継ぐために大切にしたいこ

と等を示すもの。
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基本構想（全体ビジョン）

第２章 江田島市を取り巻く状況、

これまでのまちづくりの振り返り
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1 まちづくりを取り巻く状況
1-1 江田島市を取り巻く社会の潮流

l 2020（令和 2）年の総人口は 1 億 2,615 万

人

で、日本全体の人口が減少しています。

l 2020（令和 2）年の合計特殊出生率は 1.26

と低水準ですが、高齢化は年々上昇していま

す。

l 地域の様々な分野で担い手不足による縮小

が懸念されます。

l 社会全体で担い手不足が懸念される中、各

種産業の生産効率や生活サービスの利便性

向上、ビジネスの変革等、経済発展と社会

的課題の解決に向け、あらゆる分野でデジ

タル技術を活用する DX（デジタルトランス

フォーメーション）が進みつつあります。

少子高齢化が進行
地域・産業の担い手不足も深刻化

産業・生活等あらゆる分野に
デジタル技術が活用される時代

117.1
126.9 126.1

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0.0

50.0

100.0

150.0

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2

0～14歳 15～64歳 65歳以上

0～14歳比率 15～64歳比率 65歳以上比率

（百万人）

［我が国の人口推移（国勢調査）］ ［農業用ドローン（農林水産省資料）］

少子化

高齢化
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l 新型コロナウイルス感染症やデジタル技術

の発展により、地方移住や都市と地方の「二

地域居住」の考え方が注目されています。

l 「LGBTQ」をはじめ、年齢、性別、国籍、性

自認にかかわらず、誰もが安心して暮らせ

る社会の実現が求められています。

l 「全ての子供たちの可能性を引き出す、個

別最適な学びと、協働的な学びの実現」を

目指した学校教育が推進されています。

l 学校の ICT 環境整備を図ることで、学習活

動の一層の充実を図る「GIGA スクール構想」

が推進されています。

ライフスタイル、価値観の変革
と多様性の尊重

時代にあった教育の深化と
教育環境の整備

［二地域居住のイメージ（国土交通省資料）］ ［ICT 端末を活用した教育（総務省資料）］
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l 地域住民や地域の多様な主体が参画し、助

け合いながら暮らす「地域共生社会」の実現

が求められています。

l 高齢世帯の孤立やヤングケアラー、ひとり

親世帯の増加等、多様な悩み、生きづらさと

いった支援ニーズが多様化しています。

l 我が国では、2050 年までに温室効果ガスの

排出を全体としてゼロにする「カーボンニュ

ートラル」を目指すことを宣言しています。

l 森林資源、海洋生態系等の保全による CO2

吸収や、暮らしにおける「脱炭素型のまち

づくり」が求められています。

l 自然災害が激甚化・頻発化する中、災害に

よる被害の最小化、迅速な回復を図る「国土

強靭化」のまちづくりが求められています。

l 老朽化する公共施設の更新や、公共交通の

維持等が課題となる中、都市基盤・サービ

スの効果的な整備等が求められています。

l 人口減少が進む中、地方自治体は効果的で

持続可能な行財政運営が求められています。

l 多様な課題に対応するための「協働」のま

ちづくりの必要性が高まっています。

l 「持続可能な開発目標（SDGｓ）」の達成に

向けた取り組みが進められています。

家族形態の変化・多様化
複雑化する福祉ニーズ

カーボンニュートラルの実現
に向けたまちづくりの推進

強靭で持続可能な
都市基盤の構築

持続可能な行財政運営と
市民協働の推進

［我が国の世帯構成（令和 5年男女共同参画白書）］ ［カーボンニュートラルの考え方（環境省資料）］

［国土強靭化の考え方（内閣官房資料）］ ［持続可能な開発目標（SDGｓ）（外務省資料）］
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1-2 江田島市の人口等の状況

人口は今後も減少。令和 7（2025）年には 2万人を割り込む見込み。

少子高齢化となっている状況。
特に若年層の女性人口が少ない。

各地区で人口減少が進行。

世帯数は減少。
また核家族化が進行。

8,535 7,300 5,697 4,499 3,565 2,888 2,461 2,060 1,657
1,322 1,064 886 762 652 542

26,814
25,928

23,784
21,756

19,411
17,547

14,888
12,294

10,656 9,478 8,476 7,381 6,243 5,256 4,489

6,543
7,087

7,770

8,611

9,302
9,504

9,674

9,970
9,572

8,873
8,020

7,215
6,538

5,872
5,201

2

6

8

15
45

41,892
40,317

37,257
34,866

32,278
29,939

27,031
24,339

21,930
19,673

17,560
15,482

13,543
11,780

10,232

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 令和32年

15歳未満人口 15～64歳人口 65歳以上人口 不詳

実績値 推計値

（人）

221

274

291

324

257

283

377

386

484

566

542

592

783

957

1,235

1,068

880

760

614

0 500 1,000 1,500

0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

253

275

343

312

752

613

656

542

613

666

649

583

676

874

1,151

856

588

410

179

05001,0001,500

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

出典：昭和 55 年～令和 2年は「国勢調査」
令和 7年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」の推計（令和 5年 12月公表）

［江田島市の人口推移］

［江田島市の人口ピラミッド（令和 2年）］

出典：国勢調査（令和 2年）

［地区別の人口推移］

15,110

12,085

8,494
6,804

5,812

4,560
4,751

3,659 2,763

10,592

8,383

6,113

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000
江田島町 能美町 沖美町 大柿町

出典：国勢調査

出典：国勢調査

13,494 13,339 13,058 12,936 12,613 12,038 11,451
10,741 10,141

3.10 3.02
2.85

2.70
2.56 2.49

2.36
2.27

2.16

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000
総世帯数 1世帯あたりの人員

総世帯（世帯） 1世帯あたりの人員（人）

［江田島市の世帯数および世帯人員］

2 万人を
割り込む

男性と比べ
39歳以下
が少ない

全年代
の中で、
19歳以下
が少ない

全年代
の中で、
19歳以下
が少ない

世帯人員が減少し核家族化が進行
（人）

（人）

【男性】 【女性】
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出生数の減少による人口減が大きい。
転入・転出は転入増、転出減により、改善傾向にある。

若者世代（高校生世代）の転出意向が
35.0％となっている。
日常生活の不便さや、

希望する仕事の少なさが転出意向の
要因になっている。

133 147 108 123 126 109 71 90 85 79 64

-485 -438 -491 -453 -447
-504

-451 -427 -473 -445 -475

-352
-291

-383
-330 -321

-395 -380 -337
-388 -366 -411

-700

-500

-300

-100

100

300

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

出生 死亡 自然増減（人）

ぜひ住みたい

16

9.0%

できれば住みたい

28

15.8%

しばらく（学校卒業

後など）は市外に

行きたいが、将来

は戻ってきたい

54

30.5%

できれば江田島市

以外に住みたい

36

20.3%

江田島市以外

に住みたい

26

14.7%

無回答

17

9.6%

回答数

177人

住み続けたい

180

26.4%

できれば住み続けたい

314

46.1%

住み続けたくない（市

外に移住したい）

92

13.5%

わからない

86

12.6%

無回答

9

1.3%

[n=681]回答数

681人

［江田島市の出生・死亡数の推移］

［定住意向（市民アンケート）］

［江田島市の転入・転出数の推移］

各資料出典：住民基本台帳 ※各年 10 月 1 日現在

［定住意向（若者世代（高校生世代）アンケート）］

【主な理由（回答が多かったもの）】

l 車の運転ができなくなると買い物や通院

がしづらくなる。

l 買い物できる場所や飲食施設が少ない

l 交通が不便である。 等

［江田島市以外に住みたい理由］

出生数が
減少

転出意向
35.0％

転出意向
13.5％

30

29

20

(48.4 %)

(46.8 %)

(32.3 %)

0 10 20 30 40 50

日常生活が不便だから

大学などへ進学するため

将来や現在、希望する仕事

がない、できないから

回答数

62

（人）

1,670 1,603 1,688 1,762
1,492 1,583 1,498 1,436 1,348

1,611 1535

-1,848 -1,766 -1,786 -1,841 -1,757 -1,700 -1,806 -1,584 -1,553 -1,651 -1,590 

-178 -163 -98 -79 -265 -117 -308 -148 -205 -40 -55 

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

転入 転出 社会増減（人）

転入・転出
は改善傾向
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2 これまでのまちづくりの振り返り
2-1 江田島市における特長・主なまちづくり

l 江田島市は、温暖な気候、美しい景観や、
牡蠣・柑橘等の産業や自然体験型の観光、
文化歴史等、豊かな自然から多くの恵みを
得ている島です。

l 島の恵み豊かな故郷を知り、愛着を育むた
め、認定こども園で自然・文化体験を提供
する「特色ある保育」、さとうみ科学館をは
じめとした、小中学校における「里海教育」、
郷土の文化歴史等を紹介する「ふるさと再
発見事業」等を展開しています。

l 江田島市では移住者が魅力的な店舗を営む
等、地域に活力を与えています。

l また、近年では企業の研修施設や宿泊施設、
IT 企業等、個性的な事業者が江田島市に開
業・進出し、雇用創出や観光消費額の増加に
寄与しています。

l 観光消費額はコロナ禍前より増加し、民泊
の体験型修学旅行も再開する等、島内外の多
様な人材や団体との交流が進んでいます。

l 江田島市は、多くの外国人市民が在住してお

り、牡蠣養殖等の水産業、造船業等の担い手と

して、市の産業に根付く存在となっています。

l このようなことから、多文化が共生するまち

を目指し、「えたじま日本語クラブ」による日

本語学習支援、地域交流・参画の推進や生活

相談、生活ガイドブック作成等、多様な人々

が住みやすいまちづくりを推進しています。

l 公共交通は、広島・呉都
市圏と数十分程度で結ぶ
航路が複数運航しており、陸上では、路線バ
スや予約型乗合タクシーが運行しています。

l また、認定こども園から小中学校、高校ま
で
の保育・教育機関や、病院・診療所、商業施
設や飲食店等、生活関連施設が市内に一定
数存在しています。

l 都市部ほどではありませんが、生活に必要

ふるさと教育等により
地域への愛着を醸成

起業・事業進出や観光交流により
地域の賑わいと交流を促進

外国人市民が安心して暮らせる
多文化共生のまちづくりを推進

都市圏に近く、生活機能が
ある程度揃った都市基盤

［江田島市里海学習（マリンアドベンチャー）］ ［企業による
プログラミング教室］
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23 21

39 39
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（件）

［空き家バンク成約数］

急増！

［えたじま日本語クラブ］

713
783 726
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H30 R1 R2 R3 R4

（人）
［外国人市民数］ ［交通の状況］［市内の認定こども園］
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な基盤となる機能は、ある程度整っていま
す。
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2-2 江田島市が直面する大きな課題

l 人口減少・高齢化が進行する中、地域での
支え合いがより重要となってきています。

l 公共交通や暮らしの不便さ、就職のしにく
さ等が市民の不満の上位であり、転出や若
者・子育て世帯等の転入阻害、暮らしにくさ
の原因になっていると考えます。

l 人のつながりや支え合い、しごとの創出、
暮らしの基盤整備等を通じて、安心・快適に
暮らし続けられるまちづくりが必要です。

l 江田島市が持続可能なまちであるには、賑わ
いや雇用を創出する産業の活性化が重要です。

l しかしながら、産業人口は減少しており、
特に農業では、人材の高齢化や遊休農地の
増加等がみられます。

l 事業者の誘引、挑戦を応援するとともに、IT
技術の活用等、人口減少に対応した産業づく
り等、若者・子育て世帯が江田島市の産業を
魅力に感じるまちづくりが必要です。

l 年々人口が減少し、少子高齢化が進行する
江田島市においては、高齢者をはじめ、誰
もが健康的に暮らせるまちづくりが重要で
すが、平均寿命は国・県と比較しても低い
水準にあります。

l 健康づくりや人とのつながりを通じて、心
身ともに健康な暮らしを営むことができる
まちづくりを推進することで、健康で幸福
な暮らしの実現を図る必要があります。

l 江田島市の海上・海岸では、漂流ごみや漂
着ごみが多く見られます。

l また、道路脇の繁茂した雑木や雑草、遊休
農地や空き家等、人の手が入らない自然や環
境は、島の景観を損なうとともに、有害鳥獣
対策の観点からも望ましくはありません。

l 里海で暮らし、その恵みを得ている江田島
市として、内外に誇れる美しい環境づくり
に積極的に取り組む必要があります。

安心・快適に暮らし
続けられるまちづくりが必要

雇用創出、産業の発展を応援し、
賑わいのあるまちの創出が必要

誰もが健康で幸福に
暮らせるまちの実現が必要

美しい環境づくりへの
積極的な取組が必要

［江田島市の不満なところ（複数回答）（市民アンケート）］

14,537
12,419 11,407 10,498

0

5,000

10,000

15,000

H17 H22 H27 R2

第1次産業 第2次産業 第3次産業 分類不能

（人）

［産業人口の推移］

［平均寿命（男性）］ ［平均寿命（女性）］ ［えたじま未来の海づくり大作戦］

87.5

88.2

87.6

H12 H17 H22 H27 R2

江田島市

広島県

国

（歳）

81.4

82.0

81.5

H12 H17 H22 H27 R2

江田島市

広島県

国

（歳）

県内（23 市町中）

21 位
県内（23 市町中）

23 位

321

291

249

181

178

(47.1 %)

(42.7 %)

(36.6 %)

(26.6 %)

(26.1 %)

0 100 200 300 400

公共交通（バス、船、タクシー）の

利便性

買物など日常生活の利便性

就職しやすさ

医療の提供状況

商業施設や飲食店

回答数

681

（人）
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基本構想（全体ビジョン）

第 3章 10 年後のまちづくり
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1 市民・事業者等の想い

市民や若者世代のアンケート、ワークショップ、事業者へのヒアリング等から、江田島

市への誇り・魅力や、期待する将来の江田島市の姿について、分析・整理します。

l 瀬戸内海の島の気候、風景や、歴史、地域産品、
“ひと”のあたたかさ・治安の良さが江田島市の
良さとして多くあげられています。

l 不満な点として、公共交通や日常生活の利便性、
就職、医療等が多くあげられています。

l 若者が住みたい、高齢者等が住みやすいまちが望
まれており、その結果、人口増、活気の創出、暮
らしやすさの実現を理想とする声が多くあげら
れています。

『 市 民 』が考える江田島市の魅力・期待するまちの姿
［江田島市の良いところ（複数回答）（市民アンケート）］

『若者・学生』が考える江田島市の魅力・期待するまちの姿
［江田島市の良いところ（複数回答）

若者世代（高校生世代）アンケート）］

『 事 業 者 』が考える江田島市の魅力・期待するまちの姿

若者が集って活気あるまち！高齢者が暮らしていけるまちに！移住したい人が増えてほしい…

自然と住みやすさのハイブリットシティに！賑やかで楽しいまち！絵になる思い出の島…

「里海」を広げたい！国籍・属性関係なく楽しく暮らせるまちに！お互いが支え合う市に…

l 江田島市の良さとして多くあがったのは、市民ア
ンケートでの意見と同様の項目であり、また、市
に愛着のある理由として、人とのつながりや風
景、穏やかな風土が多くあげられています。

l 不満な点は、公共交通や日常生活の利便性、都市

との距離、公園等が多くあげられています。
l 自然が豊かで住みやすく、人口が維持され、賑わ
いや活気のあるまちが望まれています。

l 観光や産業、教育、福祉等の多様な分野で、豊かな自然環境が好影響を与えているという
意見があげられており、生活基盤がある程度揃っている点も魅力にあげられています。

l 何事も受け入れてくれる地域性が、良さとしてあげられています。また、多様な文化（移
住者や外国人等）も大切にする気質が魅力としてあげられています。

l 一方で、少子高齢化に伴う人材・担い手の不足への不安、各分野間での連携強化等が課題
としてあげられています。

l 将来なってほしいまちの姿では、豊かな自然環境や、地域の人同士のつながりを重要視す
る声が多く、その中で、様々な主体が健康で楽しく暮らせるまちが求められています。

560

257

249

242

193

(82.2 %)

(37.7 %)

(36.6 %)

(35.5 %)

(28.3 %)

0 200 400 600 800

瀬戸内海に浮かぶ島特有の風土

や穏やかな気候、風景

治安のよさ

旧海軍兵学校などの近世の歴史

牡蠣やチヌなどの海産物・柑橘や

キュウリ、オリーブなどの農作物

人のあたたかさ、人間関係など、

地域コミュニティ

回答数

681

（人）

134

77

74

68

65

(75.7 %)

(43.5 %)

(41.8 %)

(38.4 %)

(36.7 %)

0 50 100 150 200

瀬戸内海に浮かぶ島特有の風土や

穏やかな気候、風景

牡蠣やチヌなどの海産物・柑橘や

キュウリ、オリーブなどの農作物

人のあたたかさ、人間関係など、

地域コミュニティ

地域の祭りや史跡などの文化や伝統

旧海軍兵学校などの近世の歴史

回答数

177

（人）
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ｖ

小学生による未来の島の絵

■未来の島が「こんなまちになったらいいな」

〇「自然」（自然がいっぱい／自然豊か／緑がいっぱい／海がきれい 等）

〇「みんな」（みんなえがお／みんなが元気／みんなにやさしい 等）

〇「楽しい」（楽しい／楽しいがいっぱい／たのしくてしあわせ 等）

〇「笑顔」（みんなが笑顔／笑顔がいっぱい／笑顔があふれる 等）

『中高生ワークショップ』での主な意見

■未来のまちの姿・方向性（キャッチコピー）
〇「暮らしやすく自然豊かで認知度の高い島」：自然豊かで住みよいことを広め、認知度の高い島になってほしい。

〇「ハイブリッドシティ」:江田島市の魅力である自然や環境を守りつつ、住みやすさと両立したハイブリットな島に

なってほしい。

〇「絵になる思い出の島」:いろんな人にとって印象に残る島になってほしい。江田島市を出ても良い思い出がたくさん
ある島であってほしい。

〇「住みやすい島」：住みやすくすることで人口が増えてほしい。
〇「江田島 Story」：江田島市の開発が進み、１０年後にもっと良い島になって、

１つの物語として語れるようになってほしい。

『市民ワークショップ』での主な意見

■10 年後のまちの方向性（キャッチコピー）
〇「一人一芸 福業の島 江田島 教育立島（IT×自然）」

：島で稼ぐことができる環境をつくる。一人一芸をもって、幸福に仕事ができるようにする。
〇「みんな（住民・移住・外国・観光）のまち 江田島」

：住民、移住者、外国人、観光客も含め、みんなが江田島市を自分たちのまちと感じてほしい。
〇「NEO 温個智信」：新しい技術を取り入れ、古き良きものをアップデートし、より良いものをつくる。

未来のふるさとづくり。

〇「住む人と来る人も満足するまち」：観光等で外部に良い印象を与えているので、住んでいる人も
メリットや満足感を感じられるようにしたい。

〇「恵み多き島を耕し、私たちがつくる江田島を自慢したい！」
：恵み多き島を耕し、自分たちでつくる江田島市を自慢していきたい。
（「自慢する」ことを大事にしたい。）

※キーワードとなる内容は、色付け・下線
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2 江田島市がめざすまちの姿
2-1 めざす姿と基本的な考え方

江田島市は、これまで、里海を軸とした自然環境・景観の保全、島の暮らしや人のあた

たかさを感じられる交流、市民が誇りに思う産業・地域資源、認定こども園や学校等によ

る子育て環境づくり、誰もが地域で安心かつ健康に暮らし、活躍できる地域づくり、防災

や防犯による安全・安心なまちづくり等、『ふるさと』の自然や恵みを大切に活かしつつ、

ひとつひとつ、まちづくりを進めてきました。

近年は、自然豊かな環境や人のあたたかさ、地域で活躍する人材等に惹かれ、移住者や

Ｕターン者の増加や、様々な企業・小規模事業者の市内進出や起業の活発化が生じていま

す。こうした流れは、市外からも注目されつつあり、まちの活性化への機運が高まってい

ます。

その一方で、人口減少や少子高齢化に歯止めはかかっておらず、江田島市に暮らす市民

や事業者のみなさんからは、公共交通や日常生活の利便性、就職の場や医療等の向上、特

に若い世代からは、人口の確保やまちの賑わいづくりが求められています。

今後は、高度成長期とは異なり、人口が減少し、ヒトやモノが限られていく中で、暮ら

しやすく活気のある江田島市を築いていく必要があります。

したがって、これからの 10 年間は、自然や資源、人材・団体等の交流や支え合い、ある

程度揃った都市機能等、これまでのまちづくりで培った強みを活かすとともに、新たな人

材・交流・活動を掛け合わせ、江田島市に関わる「みんな」が『まちをよくしていこう』

という想いをもってまちづくりへ参画し、将来に向けた価値や魅力を創出していきます。

また、産業や生活等各種分野に対し、様々な技術を積極的に導入し、人口減少社会にし

なやかに対応できる基盤を整え、江田島市で安心して生活できる暮らしの機能を確保して

いきます。さらに、市のまちづくりの活発な動きを市内外に発信していき、未来を担う次

世代を確保していきます。

これらを通じて、賑わいや活力があり、かつ、誰もが安心して心豊かな生活を送り、若

い世代等が様々なチャレンジや応援ができる、持続可能なまちの実現を目指します。

以上を踏まえ、江田島市では、「豊かな恵みとぬくもりで みんなが輝き活躍できる え

たじま」を将来像（目指す姿）に掲げることとします。

めざす姿

豊かな恵みとぬくもりで みんなが輝き活躍できる えたじま

江田島市は、豊かな里海、産業資源等、豊かな恵みのあるまちであり、そこに住む人々

も、あらゆる人々をあたたかく迎え入れる、ぬくもりのある島です。このような環境を

更に活かし、みんなが支え合える、活躍できる基盤をつくることで、島に関わる人々が

江田島市を愛し、盛り上げ、幸せになれる島を目指します。
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≪江田島市の課題≫

l 人口減少・少子高齢化

l 産業や地域の担い手不足の加速化

l 公共交通、生活機能等生活の利便

性の維持や向上

l 若者世代等の人口流出

≪今後の 10 年間のまちづくり≫

江田島市

―――重点的に推進するまちづくりのテーマ―――

l 自然や地域資源等の恵みの保全や活用

l 多様な人材等の挑戦による活力づくり

l 健康で安心して暮らせる生活基盤の充実

l 人口減少・地域課題に対応する新技術の活用

市外・県外
交流・産業誘致
移住等

魅力の発信
地域の PR

江田島市らしい新たな価値や魅力の更なる創出を推進、
幸福に暮らせる・活躍できるまちに！

江田島市が賑わってる！活気にあふれている！

みんな安心して、幸福に、豊かに生活を送ることができる！！

夢やチャレンジを後押し（応援）してもらえる！

地域活力向上！

市の認知度向上！
関係人口の増加！

里海を軸とした自然環境・景観の保全

「ふるさと」の恵みを活かした産業振興

あたたかさを感じられる交流の推進
安全・安心に暮らせるまちづくり

≪これまでの江田島市が取り組んできたこと≫

その一方・・・

そこで、これまでのまちづくりを活かし‥

このままだと、
江田島市の活力が低下
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2-2 目標値

先述した将来像の実現に向けて、「人口指標」、「暮らしの指標」の２つを設定し、取組を
行っていきます。
人口指標としては、年間出生数の改善と転入・転出の差である社会増減※をゼロにするこ

とを目標とします。
また、暮らしの指標としては、「暮らしの満足度」「まちの住みよさ」「まちへの愛着」の

３つの指標を設定します。特に若い世代（30 代以下）において、全年齢と同水準の目標値
まで各指標を引き上げていけるように取り組んでいきます。
これらの指標については、本計画の５年を経過した令和１２年度に再度市民アンケート

調査を実施し、進捗を確認することとします。

※社会増減：江田島市における転入数と転出数の差。

【人口指標】

※基準値は、広島県人口移動統計調査公表値（月報報告の積み上げ：10/1 起点）による。

【暮らしの指標】

※基準値は、市民アンケート調査の結果による。

年間出生数の改善

※基準値は、住民基本台帳（10/1 現在）による。

社会増減ゼロ

令和５年（基準値）

６４人
⇒

令和 16 年（目標年次）

年間出生数
100 人台の回復

令和５年（基準値）

▲５５人 ⇒
令和 16 年（目標年次）

±０人

暮らしの満足度指標

(満足＋だいたい満足)

まちの住みよさ指標

(非常に住みよい＋住みよい)

まちへの愛着指標

(強い愛着＋ある程度愛着)

令和５年（基準値）

62.5％（全年齢）
58.0％（30 代以下）

⇒

令和16年（目標年次）

75.0％（全年齢）
75.0%（30 代以下）

令和５年（基準値）

52.6％（全年齢）
48.0％（30 代以下）

⇒

令和16年（目標年次）

70.0％（全年齢）
70.0％（30 代以下）

令和５年（基準値）

76.4％（全年齢）
59.0％（30 代以下）

⇒

令和16年（目標年次）

80.0％（全年齢）
80.0％（30 代以下）
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2-3 重点テーマの方向性

10 年後の目指す姿の実現に向けて、特に重点的に取り組む４つのテーマを設定し、具体

的な施策・事業を展開していきます。

【重点テーマ】

美しい自然や地域資源等の島の豊かな恵みをみんなで大切に引き継ぐ
江田島市は、自然や瀬戸内海が育む気候、環境、景観から市が誇るべき産業・特産品や

観光資源が生まれています。また、穏やかで美しく、安らぎが得られる島の環境は、教育、
子育て、福祉等多様な分野に対しても、良い影響を及ぼすことができ、地域を担う若者に
も、自慢・PR すべき資源として捉えられています。
これらの里海環境からなる豊かな恵みをみんなで大切に引き継ぎ、それらを活用・発信

することで、みんなが誇る美しい自然と共生し続けるまちづくりの推進を図ります。

多様な人材・団体の交流やチャレンジを促し、まちの賑わい・活力
を創出する
市民が持つ「あたたかさ・受け入れる心」が、移住者の増加や企業誘致、起業・創業、

多文化共生の推進につながっています。
このような多様な文化・価値観を受け入れる土壌を活かし、江田島市でのチャレンジを

促し、応援する環境を整えることで、様々な人材・団体の誘引や魅力的な産業の創出、し
ごとの場づくり等につなげていき、まちの賑わい・活力を望む若者や子育て世代をはじめ、
あらゆる人々に魅力的で、選ばれる江田島市を構築していきます。

あたたかな人のつながりがあり、健康で安心し幸福に暮らせる生活
基盤を充実させる
人口減少により社会が変革し、暮らしの価値観も多様化する中で、誰もが江田島市で健

康で安心して、幸せに暮らしていける地域づくりが重要であり、その実現には、あたたかな
人のつながりから生まれる助け合い、支え合いが欠かせません。特に若者は、公共交通や日
常生活の利便性等に関する生活基盤の整備を望む声が強く、江田島市の定住・移住の鍵にも
なると考えます。
このため、社会や時代の流れを踏まえながら、あたたかな人のつながりがあり、誰もが

安心して地域で暮らすことができる生活基盤の確保を図ります。

様々な分野に新技術を積極的に取り入れ、活力の創出や暮らしの機
能を確保する
人口減少が進展し、産業や地域活動等、地域全体の担い手不足が予測される中で、多様

化・複雑化する地域課題解決への寄与や若者世代をはじめとした、多様な暮らしのニーズ
に対応していくため、様々な分野にデジタル技術をはじめとした新技術を積極的かつ柔軟に
取り入れ、工夫を図ることで、活力を創出し、暮らしやすい江田島市を構築していきます。
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3 施策体系

豊かな恵みとぬくもりで みんなが輝き活躍できる えたじま

様々な分野に新技
術を積極的に取り
入れ、活力の創出や
暮らしの機能を確
保する

美しい自然や地域
資源等の島の豊か
な恵みをみんなで
大切に引き継ぐ

多様な人材・団体の
交流やチャレンジ
を促し、まちの賑わ
い・活力を創出する

あたたかな人のつ
ながりがあり、健康
で安心し幸福に暮
らせる生活基盤を
充実させる

≪分野≫

２産業・観光
・交流

各種産業の活性化や担い手の育成確保等産業・観光を通じたまち

の賑わいづくりや、交流の創出を推進していきます。

３福祉・保健 様々な人々がすべて分け隔てなく、共につながりを持ち、健康で

長く安心して暮らしていけるまちづくりを推進していきます。

５安全・安心 防災・防犯等に向けた取組を展開し、誰もが安心して暮らせる、

安全なまちづくりを推進していきます。

６社会基盤 都市基盤や施設の効果的・効率的な整備を通じて、持続可能で安

心して暮らすことのできる基盤を確保していきます。

４生活・環境 自然環境を大切にしながら、環境負荷の少ない暮らしやすい循環

型社会の構築を推進していきます。

７自治・
コミュニティ

一人一人の人権や多様性が尊重され、かつ、コミュニティを活か

したまちづくりを推進していきます。

８行財政 社会の状況や市民ニーズ等をくみ取りながら、持続可能な行政運

営に取り組みます。

１教育・文化 豊かな自然環境や人材を活かした教育、生涯通じて学び、輝き続

けることのできるまちづくりを推進していきます。

基本計画（分野別ビジョン）

将来像

≪重点テーマ≫


